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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第65期　　　　　　　　第２四
半期　　　　　連結累計期間

第65期　　　　　　　第２四半
期　　　　　連結会計期間

第64期

会計期間
自　平成22年10月１日至
　平成23年３月31日

自　平成23年１月１日至
　平成23年３月31日

自　平成21年10月１日
至　平成22年９月30日

売上高 (千円) 23,336,192 11,957,425 47,463,079

経常利益 (千円) 1,264,081 667,692 2,084,512

四半期(当期)純利益 (千円) 659,729 387,108 814,650

純資産額 (千円) ― 10,958,717 10,445,651

総資産額 (千円) ― 22,181,460 22,230,919

１株当たり純資産額 (円) ― 929.62 885.74

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 57.49 33.73 70.98

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 48.09 45.72

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 497,542 ― 831,631

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △39,384 ― △82,332

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △568,080 ― △583,826

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,943,676 2,079,209

従業員数 (名) ― 233 233

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　 ２ 「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」は潜在株式がないため記載しておりません。

　　 ３ 第65期第２四半期連結累計(会計)期間は、四半期報告制度の適用初年度であるため、前年同四半期の主要

　　　　　な経営指標等については記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年３月31日現在

従業員数(名) 233(29)

(注)  １　従業員は就業人員数を記載しております。

　　  ２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員数であります。

　　

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年３月31日現在

従業員数(名) 148(17)

(注)  １　従業員は就業人員数を記載しております。

　　  ２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【販売の状況】

　「４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(１)業績の状況」および「第　　

　５経理の状況　１ 四半期連結財務諸表　注記事項(セグメント情報等)」を参照願います。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当社では、第64期第２四半期連結会計期間において、四半期連結財務諸表を作成していないため、

　前年同四半期の比較増減につきましては、記載しておりません。

　

(１)　業績の状況

　　　当第２四半期連結会計期間のわが国経済は、輸出と生産の持ち直しにより昨年秋以降の景気　

　　　足踏み状態から徐々に回復の動きが見られました。しかしながら、本年３月11日に発生した東

　　　日本大震災により経済活動は急激に冷え込み、先行きも見極め難い状況となっております。

　　　　このような環境下、三洋貿易グループの当第２四半期連結会計期間の売上高は11,957百万円

　　　となりました。利益面につきましては、営業利益は627百万円、経常利益は667百万円となり、

　　　税金等調整前四半期純利益は667百万円、四半期純利益は387百万円となりました。

　

　　　　セグメントの業績は次の通りです。

　　　①ゴム・化学品

　　　　ゴム関連商品・化学品関連商品は主力商品が全般的に好調で、国内・輸出とも順調に推移し

　　　ました。この結果、売上高は6,120百万円、営業利益は292百万円となりました。

　　　②機械資材

　　　　自動車部品関連は好調に推移しておりましたが、大震災後はその影響を受け低迷しました。

　　　接着剤関連は好調に推移しましたが、粉体機械関連及び科学機器関連はやや低調に推移しまし

　　　た。この結果、売上高は2,039百万円、営業利益は259百万円となりました。

　　　③海外現地法人

　　　　Sanyo Corporation of America、三洋物産貿易(上海)有限公司、San-Thap International 

      Co., Ltd.とも順調に推移しました。この結果、売上高は1,979百万円、営業利益は81百万円と

　　　なりました。

　　　④国内子会社

　　　　㈱ケムインター、コスモス商事㈱は順調に推移しましたが、アロマン㈱は低調に終わりまし

　　　た。この結果、売上高は1,766百万円、営業利益は83百万円となりました。

　　　⑤その他

　　　　当第２四半期連結会計期間の売上高は50百万円、営業利益は32百万円となりました。
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(２)　財政状態の分析

　　　　総資産は、売上債権の増加や投資有価証券の時価評価額の増加がありましたが、現金及び預　　

　　　金の減少等により、22,181百万円となり、前連結会計年度末に比べ49百万円減少しました。

　　　　負債は、仕入債務及び借入金の減少等により、11,222百万円となり、前連結会計年度末に比

　　　べ562百万円減少しました。

　　　　純資産は、利益剰余金の増加等により、10,958百万円となり、前連結会計年度末に比べ513　

　　　百万円増加しました。

　

(３)　キャッシュ・フローの状況の分析

　　　　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、営業活動による増加、投資活動

　　　及び財務活動による減少等により1,943百万円となり、第１四半期連結会計期間末より16百万　

　　　円の増加となりました。

 

　　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、790百万円の収

　　　入となりました。これは税金等調整前四半期純利益の計上及び売上債権の減少があったこと等

　　　によるものです。

　　　

　　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第２四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、44百万円の支出

　　　となりました。これは定期預金の預入による支出及び投資有価証券の取得による支出があった

　　　こと等によるものです。

 

　　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第２四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、711百万円の支

　　　出となりました。これは短期借入金の純減及び長期借入金の返済による支出があったこと等に

　　　よるものです。

 

(４)　事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　当第２四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

　　　び新たに生じた課題はありません。

 

(５)　研究開発活動

　　　　該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、特記すべき事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年５月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,774,854同左 該当はありません。 (注)　１、２

計 12,774,854同左 ― ―

(注)  １　単元株式数は1,000株であります。

　　  ２　株式の譲渡制限に関する規定は次の通りであります。

　　当社の発行する全部の株式について、会社法第107条第１項第１号に定める内容(いわゆる譲渡制限)を定め　

　　ており、当該株式の譲渡又は取得について取締役会の承認を要する旨を定款第７条において定めておりま

　　す。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年３月31日 ― 12,774,854 ― 638,742 ― ―
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東亞合成㈱ 東京都港区西新橋１－14－１ 748 5.86

㈱損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿１－26－１ 641 5.02

玉　木　　廸 神戸市須磨区 568 4.45

㈱三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 568 4.45

㈱三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１－１－２ 568 4.45

中央三井信託銀行㈱ 東京都港区芝３－33－１ 568 4.44

東銀リース㈱ 東京都中央区日本橋本町１－９－13 564 4.41

三井住友海上火災保険㈱ 東京都中央区新川２－27－２ 530 4.15

明治安田生命保険(相) 東京都千代田区丸の内２－１－１ 337 2.64

三井倉庫㈱ 東京都港区海岸３－22－23 264 2.07

計 ― 5,362 41.97

(注)  上記のほか当社所有の自己株式1,299千株があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 ― (注)１

1,299,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

11,391 同上
11,391,000

単元未満株式
普通株式

― (注)１、２
84,854

発行済株式総数 12,774,854― ―

総株主の議決権 ― 11,391 ―

(注)  １　株式の譲渡制限に関する規定は次の通りであります。

　　当社の発行する全部の株式について、会社法第107条第１項第１号に定める内容(いわゆる譲渡制限)を定め　

　　ており、当該株式の譲渡又は取得について取締役会の承認を要する旨を定款第７条において定めておりま

　　す。

２　単元未満株式の欄の普通株式には、当社所有の自己株式802株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)　　　　　
三洋貿易㈱

千代田区神田錦町２－11 1,299,000 ― 1,299,00010.16

計 ― 1,299,000 ― 1,299,00010.16

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　当社株式は非上場でありますので、該当事項はありません。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当連結会計年度が四半期報告書の作成初年度であるため、前年同四半期との対比は行っておりませ

ん。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成23年１月１

日から平成23年３月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間(平成22年10月１日から平成23年３月31日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,960,832 2,096,354

受取手形及び売掛金 10,613,478 10,482,275

商品及び製品 4,040,618 4,045,450

仕掛品 2,295 7,986

原材料及び貯蔵品 2,032 1,946

その他 509,090 493,389

貸倒引当金 △9,918 △26,151

流動資産合計 17,118,428 17,101,252

固定資産

有形固定資産 ※1
 2,250,120

※1
 2,315,278

無形固定資産

のれん 295,860 361,925

その他 106,880 132,581

無形固定資産合計 402,740 494,506

投資その他の資産

投資有価証券 1,620,679 1,518,524

その他 819,384 826,761

貸倒引当金 △29,893 △25,403

投資その他の資産合計 2,410,170 2,319,882

固定資産合計 5,063,031 5,129,667

資産合計 22,181,460 22,230,919

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,836,033 6,056,761

短期借入金 698,495 792,738

1年内返済予定の長期借入金 1,110,000 660,000

未払法人税等 540,571 423,300

引当金 12,020 47,801

その他 703,009 751,246

流動負債合計 8,900,129 8,731,848

固定負債

長期借入金 1,271,490 2,008,480

退職給付引当金 524,770 530,642

役員退職慰労引当金 225,301 217,190

その他 301,051 297,105

固定負債合計 2,322,613 3,053,419

負債合計 11,222,743 11,785,267
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 638,742 638,742

利益剰余金 10,646,139 10,147,061

自己株式 △492,478 △492,478

株主資本合計 10,792,403 10,293,325

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 135,107 81,346

為替換算調整勘定 △259,966 △210,759

評価・換算差額等合計 △124,858 △129,412

少数株主持分 291,172 281,739

純資産合計 10,958,717 10,445,651

負債純資産合計 22,181,460 22,230,919
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
  至 平成23年３月31日)

売上高 23,336,192

売上原価 19,809,498

売上総利益 3,526,694

販売費及び一般管理費 ※1
 2,334,342

営業利益 1,192,351

営業外収益

受取利息 1,330

受取配当金 16,499

為替差益 58,743

その他 39,874

営業外収益合計 116,448

営業外費用

支払利息 28,161

その他 16,556

営業外費用合計 44,718

経常利益 1,264,081

特別利益

貸倒引当金戻入額 11,640

特別利益合計 11,640

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 11,000

特別損失合計 11,000

税金等調整前四半期純利益 1,264,721

法人税等 ※2
 570,784

少数株主損益調整前四半期純利益 693,937

少数株主利益 34,208

四半期純利益 659,729

EDINET提出書類

三洋貿易株式会社(E02548)

四半期報告書

13/24



【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成23年１月１日
  至 平成23年３月31日)

売上高 11,957,425

売上原価 10,146,214

売上総利益 1,811,210

販売費及び一般管理費 ※1
 1,184,124

営業利益 627,086

営業外収益

受取利息 444

受取配当金 4,144

為替差益 42,491

その他 15,660

営業外収益合計 62,741

営業外費用

支払利息 13,178

その他 8,957

営業外費用合計 22,136

経常利益 667,692

税金等調整前四半期純利益 667,692

法人税等 ※2
 264,554

少数株主損益調整前四半期純利益 403,137

少数株主利益 16,028

四半期純利益 387,108
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
  至 平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,264,721

減価償却費 112,004

のれん償却額 66,065

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,640

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,871

受取利息及び受取配当金 △17,830

支払利息 28,161

為替差損益（△は益） 6,965

売上債権の増減額（△は増加） △209,242

たな卸資産の増減額（△は増加） △18,074

仕入債務の増減額（△は減少） △152,249

その他 △105,294

小計 957,714

利息及び配当金の受取額 17,455

利息の支払額 △29,335

法人税等の支払額 △448,291

営業活動によるキャッシュ・フロー 497,542

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △15,355

定期預金の払戻による収入 15,345

有形固定資産の取得による支出 △9,294

無形固定資産の取得による支出 △1,645

投資有価証券の取得による支出 △15,527

その他 △12,907

投資活動によるキャッシュ・フロー △39,384

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △94,788

長期借入れによる収入 200,000

長期借入金の返済による支出 △480,000

配当金の支払額 △160,650

その他 △32,641

財務活動によるキャッシュ・フロー △568,080

現金及び現金同等物に係る換算差額 △25,609

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △135,532

現金及び現金同等物の期首残高 2,079,209

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,943,676
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

会計処理基準に関する事項の変更   資産除去債務に関する会計基準の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基

　準」(企業会計基準第18号　平成20年３月31日)及び「資産除去債務

　に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号　平

　成20年３月31日)を適用しております。

　　なお、この変更に伴う影響は軽微であります。

　

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

１  棚卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を

省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法に

より算定する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなも

のについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっ

ております。

２  固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定する方法によっております。

３  繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降

に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認め

られるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末
(平成22年９月30日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 864,396千円

　２　保証債務

　　　下記の銀行借入金等に対し、保証を行っており

　　ます。

　 従業員 3,421千円

　 三洋東知（上海）橡?有限公司 53,628千円

　 合計 57,049千円

　３　輸出手形割引高　　　　　　　　　14,557千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 795,633千円

　２　保証債務

　　　下記の銀行借入金等に対し、保証を行っており

　　ます。

　 従業員 4,317千円

　 三洋東知（上海）橡?有限公司 51,332千円

　 合計 55,649千円

　３　　　　　―――――――――

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　 報酬及び給与 885,664千円

　 退職給付費用 36,165千円

　 役員退職慰労引当金繰入額 11,260千円

※２　法人税等の表示方法

　　　「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等

　　　調整額」を「法人税等」として一括掲記してお　

　　　ります。

　

第２四半期連結会計期間

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　 報酬及び給与 454,401千円

　 退職給付費用 18,122千円

　

役員退職慰労引当金繰入額

貸倒引当金繰入額

5,630

6,884

千円

千円

※２　法人税等の表示方法

　　　「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等

　　　調整額」を「法人税等」として一括掲記してお　

　　　ります。

　

EDINET提出書類

三洋貿易株式会社(E02548)

四半期報告書

17/24



　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

※  現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成23年３月31日現在)

現金及び預金 1,960,832千円

預入期間が３か月超の定期預金 △17,155千円

現金及び現金同等物 1,943,676千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年３月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日

 至  平成23年３月31日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 12,774,854

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,299,802

　

３  新株予約権の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月22日
定時株主総会

普通株式 160,650 14.00平成22年９月30日 平成22年12月24日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

  【セグメント情報】

１　報告セグメントの概要

　　　当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

　　り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっ　

　　ているものであります。

　　　当社グループは、当社に商品別の事業部を置き、各事業部は取り扱う商品について国内及び海外

　　の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しており、日本国内においては当社及び国内子会社、海

　　外においてはアジア、米国等の各地域を海外現地法人が主に担当しております。

　　　従って、当社は事業部を基礎とした商品別のセグメントから構成されておりますが、海外現地法

　　人及び国内子会社におきましては、それぞれ独立した経営単位である子会社別に取締役会が経営資

　　源の配分の決定及び業績を評価するため、「ゴム・化学品」「機械資材」「海外現地法人」及び

　　「国内子会社」の４つを報告セグメントとしております。

　　　「ゴム・化学品」は合成ゴム及び各種化学品等を販売しております。「機械資材」は自動車内装

　　部品、飼料用造粒機及び関連機器、科学機器類等を販売しております。「海外現地法人」は合成ゴ

　　ム、各種化学品、自動車内装部品等を販売しております。「国内子会社」は各種化学品、掘削機

　　器・機材、IC・半導体電子部品等を販売しております。
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２　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結 
損益計算書
計上額
（注）３

ゴム・
化学品

機械
資材

海外
現地法人

国内
子会社

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　
　

　外部顧客への

　売上高
12,325,2133,757,2303,914,0293,223,56823,220,042116,14923,336,192 ― 23,336,192

　セグメント間

　の内部売上高

　又は振替高

853,754126,868473,36136,6041,490,5894,6801,495,269△1,495,269 ―

計 13,178,9683,884,0994,387,3913,260,17324,710,632120,82924,831,462△1,495,26923,336,192

セグメント
利益

580,877429,120197,400147,8031,355,20171,5041,426,705△234,3541,192,351

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等

          を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の調整額△234,354千円には、のれん償却額△66,065千円、各報告セグメン

　　　　　トに配分していない販売費及び一般管理費△162,175千円が含まれております。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年３月31日)

　 　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

ゴム・
化学品

機械
資材

海外
現地法人

国内
子会社

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への

　売上高
6,120,8532,039,9351,979,8421,766,34811,906,97850,44611,957,425 ― 11,957,425

　セグメント間

　の内部売上高

　又は振替高

380,95079,487235,89519,440715,7742,340718,114△718,114 ―

計 6,501,8032,119,4232,215,7371,785,78812,622,75352,78612,675,539△718,11411,957,425

セグメント
利益

292,489259,50881,04483,630716,67132,738749,410△122,323627,086

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等

          を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の調整額△122,323千円には、のれん償却額△33,032千円、各報告セグメン

　　　　　トに配分していない販売費及び一般管理費△78,537千円が含まれております。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

(追加情報)

　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適

用指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末
(平成22年９月30日)

１株当たり純資産額 929.62円
　

１株当たり純資産額 885.74円
　

　
２  １株当たり四半期純利益金額等
　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年１月１日
　至  平成23年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 57.49円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、
潜在株式がないため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純利益金額 33.73円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、
潜在株式がないため記載しておりません。
　

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年１月１日
　至  平成23年３月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 659,729 387,108

普通株式に係る四半期純利益(千円) 659,729 387,108

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 11,475 11,475

　
　
　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年５月13日

三洋貿易株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

　指定有限責任社員
　業務執行社員

　 公認会計士　 長　田　清　忠　㊞

　

 指定有限責任社員
 業務執行社員

　 公認会計士　 大　津　素　男　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三洋

貿易株式会社の平成22年10月１日から平成23年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成23年１月１日から平成23年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年10月１日から平成23年３

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三洋貿易株式会社及び連結子会社の平成23年

３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

三洋貿易株式会社(E02548)

四半期報告書

24/24


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	第２四半期連結会計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

